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モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
『
赤
毛
の
ア
ン
』
の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
、
童
話
作

家
、
社
会
評
論
家
・
村
岡
花
子
の
義
父
は
、
キ
リ
ス
ト
教
系
出
版
の

印
刷
製
本
会
社
「
福
音
印
刷
」
を
横
浜
山
下
町
で
創
業
し
た
、
業
界

で
は
「
バ
イ
ブ
ル
の
村
岡
」
と
称
さ
れ
た
、
村
岡
平
吉
（
以
下
、
平

吉
）
で
あ
る
。
本
論
は
、
横
浜
に
所
縁
の
あ
る
平
吉
の
軌
跡
を
、
キ

リ
ス
ト
教
を
中
心
と
し
た
近
代
日
本
精
神
史
と
、
近
代
日
本
印
刷
文

化
史
の
両
面
か
ら
考
証
す
る
も
の
で
あ
る
。（
以
下
、論
理
の
展
開
上
、

記
述
が
重
複
す
る
こ
と
、
ご
容
赦
願
い
た
い
）

　

ま
ず
、
略
歴
を
列
記
す
る
。
平
吉
は
一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
、

神
奈
川
縣
橘
樹
郡
城
郷
村
小
机
（
現
在
の
横
浜
市
港
北
区
小
机
町
）

で
生
ま
れ
た
。
明
治
初
期
に
東
京
、
横
浜
方
面
で
印
刷
職
工
の
修
行

を
積
み
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
、
横
浜
山
手
の
外
国
人
居
留

地
内
の
フ
ラ
ン
ス
新
聞
社
「
レ
コ
・
デ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
に
入
社
。

横
文
字
活
字
を
組
み
立
て
る
欧
文
植
字
工
と
し
て
の
腕
を
磨
き
、
中

国
へ
渡
り
、
海
外
宣
教
師
に
よ
る
中
国
国
内
向
け
の
聖
書
印
刷
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、上
海
美
華
書
館
で
印
刷
製
本
技
術
を
修
得
。

帰
国
後
、
横
浜
製
紙
分
社
に
入
社
。
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
に

は
住
吉
町
教
会
（
後
の
横
浜
指
路
教
会
）
で
米
国
人
宣
教
師
ノ
ッ
ク

ス
よ
り
受
洗
。
熱
心
な
信
仰
か
ら
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
に

は
横
浜
指
路
教
会
長
老
と
な
っ
た
。
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年

に
、
独
立
し
「
福
音
印
刷
合
資
会
社
」
を
創
業
。
関
東
大
震
災
前
の

一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に
死
去
し
て
い
る
。

　

平
吉
の
生
涯
の
意
義
は
、
横
浜
指
路
教
会
を
軸
と
す
る
信
仰
生
活

と
並
行
し
た
伝
道
活
動
に
お
け
る
社
会
貢
献
と
、
福
音
印
刷
の
事
業

〈
論　

文
〉「

福
音
印
刷
」
創
業
者
　
村
岡
平
吉
の
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跡�
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展
開
に
よ
る
明
治
以
降
の
印
刷
製
本
文
化
発
展
の
貢
献
に
あ
る
。

　
　
　
　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
村
岡
平
吉

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
至
る
ま
で
の
平
吉
の
心
の
軌
跡
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
か
。
信
仰
心
の
篤
い
実
姉
の
影
響
も
あ
っ
た
が
、
背
景

に
は
明
治
社
会
に
お
け
る
一
大
潮
流
と
も
い
う
べ
き
、
キ
リ
ス
ト
教

の
勢
い
が
あ
っ
た
。
印
刷
職
工
修
行
時
代
の
場
が
東
京
・
横
浜
と
い

う
土
地
柄
か
ら
、
多
く
の
外
国
人
と
出
逢
い
、
ま
た
開
明
思
想
の
キ

リ
ス
ト
教
文
化
と
接
触
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
江
戸
か
ら
明
治
へ

の
時
代
変
遷
の
中
、＂
立
身
出
世
＂
を
夢
見
る
も
、
理
想
と
現
実
の

問
題
に
直
面
し
、
精
神
的
に
煩
悶
、
苦
悩
の
状
態
に
陥
っ
た
青
年
期

の
平
吉
の
面
前
に
現
れ
、
安
寧
な
境
地
に
誘
っ
て
く
れ
た
、
キ
リ
ス

ト
教
は
斬
新
な
思
想
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
四
月
、
横
浜
指
路
教
会
の
前
身
、
横

浜
住
吉
町
教
会
に
通
っ
て
い
た
平
吉
は
、ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
、ウ
ィ

リ
ア
ム
ス
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ノ
ッ
ク
ス
か
ら
洗
礼
を
受
け
る
。
翌
一
八

八
四
（
明
治
十
七
）
年
一
月
に
は
教
会
執
事
、
一
八
九
〇
（
明
治
二

十
三
）
年
二
月
に
は
横
浜
指
路
教
会
長
老
に
就
任
し
て
い
る
。
受
洗

か
ら
七
年
と
い
う
期
間
で
の
長
老
就
任
を
順
当
な
昇
進
と
み
る
か
、

異
例
の
出
世
と
考
え
る
か
は
判
断
が
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
平

吉
の
篤
き
信
仰
心
が
日
々
増
し
て
い
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
こ
で
平
吉
の
信
仰
基
盤
と
な
る
横
浜
指
路
教
会
に
つ
い
て
解
説

し
て
お
き
た
い
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
五
月
、
米
国
長
老
教
会

宣
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ル
ー
ミ
ス
が
横
浜
に
上
陸
す
る
。
当
時
、
横
浜

で
は
後
の
明
治
学
院
創
設
者
で
も
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
カ
ー
チ
ス
・

ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
（
通
称
ヘ
ボ
ン
）
が
医
療
行
為
、
布
教
活
動
に
加
え

英
語
塾
「
ヘ
ボ
ン
塾
」
を
開
設
し
て
お
り
、
同
塾
生
の
南
小
柿
（
み

な
が
き
）
洲
吾
が
ル
ー
ミ
ス
か
ら
受
洗
。
や
が
て
ル
ー
ミ
ス
、
南
小

柿
、
ヘ
ボ
ン
の
協
力
で
横
浜
第
一
長
老
公
会
が
設
立
さ
れ
、
日
本
基

督
一
致
住
吉
町
教
会
へ
改
称
後
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
、

新
会
堂
建
設
に
伴
い
、
指
路
教
会
が
誕
生
す
る
。
因
み
に
「
指
路
」

と
い
う
名
称
は
ヘ
ボ
ン
の
母
教
会
「Shiloh

」
に
漢
字
を
当
て
嵌
め

た
も
の
。
横
浜
指
路
教
会
の
中
に
は
、
教
会
の
一
部
を
仕
切
っ
た
女

子
住
吉
学
校
が
併
設
さ
れ
、
地
域
教
育
に
貢
献
し
て
い
る
。
平
吉
も
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女
子
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
、
向
学
心
を
抱
き
な
が
ら
も
、
東
京
で

困
窮
の
女
中
生
活
の
身
で
あ
っ
た
、
親
戚
の
芝
ハ
ル
（
後
に
社
会
事

業
家
・
賀
川
豊
彦
と
結
婚
）
を
横
浜
に
呼
び
寄
せ
、
こ
の
女
子
住
吉

学
校
に
入
学
さ
せ
て
い
る
。

　

更
に
平
吉
は
横
浜
指
路
教
会
の
活
動
と
運
営
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
優
秀
な
日
本
人
牧
師
と
し
て
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
、

ル
ー
ミ
ス
や
ノ
ッ
ク
ス
も
学
ん
だ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
オ
ー
バ
ン
神

学
校
⑴
に
留
学
中
だ
っ
た
、
毛
利
官
治
を
招
聘
す
る
。
以
後
、
毛
利

は
永
眠
ま
で
の
三
十
七
年
間
に
亘
り
、
関
東
大
震
災
の
教
会
焼
失
や

昭
和
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
苦
難
時
に
お
け
る
横
浜
指
路
教
会
の

盤
石
な
礎
を
築
く
と
共
に
、
横
浜
各
地
で
積
極
的
な
開
拓
伝
道
を
展

開
し
て
い
く
。

　

そ
の
影
響
を
受
け
た
一
人
が
、
神
奈
川
縣
都
筑
郡
下
谷
本
村
（
現

在
の
横
浜
市
青
葉
区
市
が
尾
）
出
身
で
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）

年
、
陸
軍
在
籍
中
に
負
傷
し
、
下
半
身
不
随
と
な
り
な
が
ら
も
農
業

指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
廣
田
花
崖
（
鉄
五
郎
）
で
あ
っ
た
。

不
自
由
な
体
か
ら
精
神
苦
悩
に
陥
っ
て
い
た
廣
田
は
、
現
在
の
横
浜

市
都
筑
区
川
和
町
地
域
で
伝
道
に
従
事
し
て
い
た
ス
ー
ザ
ン
・
プ

ラ
ッ
ト
（
共
立
女
子
神
学
校
校
長
）
と
城
戸
順
（
横
浜
指
路
教
会
伝

道
部
長
）の
訪
問
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教
に
導
か
れ
、
一
九
一
四（
大

正
三
）
年
、
横
浜
指
路
教
会
で
毛
利
か
ら
受
洗
し
た
。

　

廣
田
は
従
来
か
ら
創
作
活
動
に
関
心
が
あ
り
、
プ
ラ
ッ
ト
か
ら
本

格
的
に
英
語
を
学
び
、
後
に
マ
ー
レ
ー『
基
督
の
如
く
』（
一
九
一
七
・

大
正
六
年
、
基
督
教
書
類
会
社
）
ウ
ォ
ル
ト
ン
夫
人
『
岩
の
謎
』（
一

九
二
五
・
大
正
十
四
年
、
同
）
な
ど
の
翻
訳
だ
け
で
な
く
、
自
ら
の

農
業
指
導
体
験
と
周
辺
農
民
た
ち
の
日
常
を
描
い
た
『
田
園
』
を
一

九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
刊
行
。
同
書
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）

年
に
刊
行
さ
れ
た
、
徳
冨
蘆
花
『
み
み
ず
の
た
は
こ
と
』
を
意
識
し

た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
内
容
展
開
で
あ
る
が
、
中
央
文
壇
作
品
に
も

劣
る
こ
と
の
な
い
農
業
抒
情
詩
と
も
い
う
べ
き
大
作
と
言
え
る
。

　

平
吉
が
毛
利
を
横
浜
指
路
教
会
に
招
聘
し
た
こ
と
が
、
結
果
的
に

郷
土
作
家
・
廣
田
花
崖
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
も
含
め
、
多
忙
な
印
刷

会
社
経
営
の
傍
ら
、
教
会
内
外
で
の
平
吉
の
活
動
と
業
績
は
計
り
知

れ
な
い
。
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村
岡
平
吉
と
朝
鮮

　

数
あ
る
平
吉
の
キ
リ
ス
ト
教
事
業
に
、
朝
鮮
人
留
学
生
支
援
が
あ

る
。
そ
の
足
跡
を
辿
る
こ
と
は
、
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
と
朝

鮮
の
関
係
史
で
も
あ
る
。
十
九
世
紀
末
の
キ
リ
ス
ト
教
を
め
ぐ
る
日

本
、
中
国
、
朝
鮮
の
三
国
は
相
互
に
深
い
関
係
が
あ
っ
た
。
中
で
も
、

教
義
理
念
の
原
典
で
あ
る
「
聖
書
」
を
如
何
に
自
国
語
に
翻
訳
す
る

か
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
問
題
の
象
徴
例
が
『
明
治
字
典
』
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。
同
書

は
、
中
国
の
「
康
熙
字
典
」（
清
時
代
の
中
国
の
漢
字
字
典
）
を
模

範
と
し
た
、
日
本
語
訓
、
韓
音
訓
（
ハ
ン
グ
ル
）、
北
京
音
、
英
語

を
併
記
し
た
字
典
で
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
、
東
京
・
大
成

館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
後
年
の
日
清
戦
争
、
日
韓
併
合
と
い
う
政
治

的
背
景
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
中
朝
の
外
交
に
お
け
る
言

葉
の
理
解
、
解
釈
、
翻
訳
上
の
需
要
に
起
因
し
た
編
纂
と
刊
行
の
側

面
が
あ
る
も
、
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
い
て
は
聖
書
翻
訳
に
こ
う
し
た

辞
典
（
字
典
）
の
刊
行
は
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
る
。

　

平
吉
自
身
は
、「
レ
コ
・
デ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
時
代
に
朝
鮮
、
中

国
で
伝
道
布
教
に
奔
走
尽
力
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
リ
デ
ル
司
教

が
、
生
涯
を
賭
け
て
編
纂
し
た
原
稿
を
基
に
し
た
『
韓
仏
辞
典
』
の

刊
行
に
携
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
時
が
、
平
吉
が
キ
リ
ス
ト
教
を
通
し

て
朝
鮮
を
認
識
し
た
始
ま
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

先
掲
の
『
明
治
字
典
』
の
編
纂
者
に
朝
鮮
の
李
樹
廷
が
い
る
。
一

八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
、
朝
鮮
の
高
宗
皇
帝
の
配
慮
で
遊
学
の
為

に
来
日
し
た
李
樹
廷
は
、
農
学
者
・
津
田
仙
（
津
田
梅
子
の
父
）
に

日
本
の
農
法
を
学
ぶ
と
共
に
、
漢
文
聖
書
を
読
む
な
ど
津
田
を
通
し

て
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
示
す
。
や
が
て
、
一
八
八
三（
明
治
十
六
）

年
に
東
京
露
月
町
教
会
で
安
川
亨
か
ら
受
洗
す
る
。
当
時
、
朝
鮮
宣

教
に
備
え
朝
鮮
語
訳
の
聖
書
を
構
想
準
備
中
だ
っ
た
、
横
浜
指
路
教

会
の
ル
ー
ミ
ス
が
李
樹
廷
に
接
触
し
、
聖
書
の
朝
鮮
語
訳
を
依
頼
す

る
。
そ
の
結
果
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
、
横
浜
米
国
聖
書
会

社
か
ら
『
新
約
聖
書
馬
可
傳
諺
解
』
が
刊
行
さ
れ
る
。⑵

　

当
時
、
平
吉
は
上
海
か
ら
帰
国
し
、
聖
書
・
讃
美
歌
も
印
刷
製
本

し
て
い
た
横
浜
製
紙
分
社
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
横
浜
指
路

教
会
執
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
ル
ー
ミ
ス
を
通
し
て
李
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樹
廷
と
接
触
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
平
吉
が
キ
リ

ス
ト
教
を
介
し
て
、
朝
鮮
と
朝
鮮
語
を
本
格
的
に
認
識
し
た
時
期
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
平
吉
と
朝
鮮
を
め
ぐ
る
次
な
る
段
階
が
、

日
本
組
合
基
督
教
会
派
に
よ
る
朝
鮮
伝
道
で
あ
る
。
韓
国
併
合
後
の

一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
か
ら
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
は
海

老
名
弾
正
の
薫
陶
を
受
け
た
渡
瀬
常
吉
ら
が
主
導
者
と
な
っ
て
朝
鮮

伝
道
を
開
始
す
る
。
し
か
し
、
伝
道
の
内
実
は
日
本
国
民
へ
の
同
化

政
策
、
政
財
界
か
ら
の
援
助
、
朝
鮮
総
督
府
か
ら
の
寄
付
と
い
う
活

動
か
ら
、
内
村
鑑
三
、
柏
木
義
円
、
湯
浅
治
郎
ら
進
歩
的
キ
リ
ス
ト

者
が
、
伝
道
に
反
対
し
た
よ
う
に
日
本
の
教
界
内
で
不
協
和
音
が
生

じ
る
こ
と
と
な
る
。

　

で
は
、
長
老
派
教
会
の
横
浜
指
路
教
会
に
属
し
て
い
た
平
吉
の
ス

タ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
教
会
機
関
誌
「
指
路
」

で
は
キ
リ
ス
ト
教
で
朝
鮮
人
を
指
導
す
べ
き
、
と
の
論
陣
を
張
っ
て

い
た
。
し
か
も
、
平
吉
は
先
掲
の
渡
瀬
常
吉
の
著
書
『
朝
鮮
教
化
の

急
務
』（
一
九
一
三
・
大
正
二
年
十
一
月
、
警
醒
社
）
を
印
刷
し
て

い
る
。
同
書
に
は
題
名
が
示
す
よ
う
に
「
朝
鮮
の
教
化
を
以
て
国
家

の
大
責
任
と
自
覚
し
」「
國
家
的
運
動
」
と
い
う
認
識
を
保
有
す
る

旨
が
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

勿
論
、
取
引
先
の
警
醒
社
の
請
負
と
い
う
、
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に

割
り
切
っ
た
解
釈
も
必
要
だ
ろ
う
が
、
こ
の
時
期
、
横
浜
指
路
教
会

長
老
と
い
う
平
吉
の
立
場
か
ら
朝
鮮
伝
道
に
対
す
る
姿
勢
は
問
わ
れ

る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ま
し
て
、
レ
コ
・
デ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ン
時
代

と
李
樹
廷
と
の
関
係
も
含
め
た
朝
鮮
理
解
の
期
間
も
考
慮
す
れ
ば
尚

更
、
と
い
う
見
方
も
で
き
る
。

　

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
、
在
日
本
東
京
朝
鮮
留
学
生
学
友
会
・

機
関
誌
「
學
之
光
」
が
創
刊
さ
れ
、
福
音
印
刷
が
印
刷
製
本
を
請
け

負
う
。
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
、
徐
載
弼
ら
の
慶
応
義
塾
受
け

入
れ
を
嚆
矢
に
、
日
韓
併
合
前
後
に
は
朝
鮮
人
留
学
生
は
五
百
名
を

数
え
る
に
至
る
。「
學
之
光
」
発
行
の
背
景
に
は
留
学
生
の
母
国
・

朝
鮮
が
日
韓
併
合
に
よ
る
、
武
断
政
治
と
言
論
弾
圧
か
ら
、
敢
え
て

日
本
で
言
論
活
動
を
展
開
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。

（
福
音
印
刷
は
関
東
大
震
災
ま
で
計
十
二
種
類
の
朝
鮮
人
雑
誌
を
印

刷
し
て
い
た
）
平
吉
は
他
に
在
日
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
（
朝
鮮
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Y
M
CA

）
機
関
誌
「
基
督
青
年
」
も
印
刷
製
本
し
て
い
る
。
内
村

鑑
三
、
新
渡
戸
稲
造
も
寄
稿
し
て
い
た
同
誌
は
、
キ
リ
ス
ト
教
出
版

を
本
業
と
す
る
福
音
印
刷
な
ら
で
は
の
仕
事
と
言
え
る
。

　
「
學
之
光
」
は
、
朝
鮮
は
も
と
よ
り
、
ハ
ワ
イ
や
メ
キ
シ
コ
、
ア

メ
リ
カ
に
在
住
す
る
朝
鮮
人
活
動
家
に
も
頒
布
さ
れ
て
い
た
。
結
果

的
に
平
吉
の
朝
鮮
人
留
学
生
支
援
と
し
て
の
印
刷
事
業
が
「
バ
イ
ブ

ル
の
村
岡
」
と
い
う
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
聖
書
の
拡
散
同
様
、
世
界
的

に
認
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

平
吉
の
朝
鮮
及
び
朝
鮮
人
に
対
す
る
理
解
度
、
認
識
力
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
キ
リ
ス
ト
教
活
動
の
側
面
も
含
め
、
今
後
も
慎
重
且
つ

精
緻
な
調
査
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。⑶

　
　
　
　

村
岡
平
吉
と
福
音
印
刷

　

平
吉
の
＂
本
業
＂
で
あ
る
「
福
音
印
刷
」
と
は
ど
の
よ
う
な
会
社

で
あ
っ
た
か
。
重
複
す
る
が
、
平
吉
の
本
格
的
な
印
刷
職
工
の
人
生

は
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
の
横
浜
山
手
外
国
人
居
留
地
内
の

フ
ラ
ン
ス
新
聞
社
「
レ
コ
・
デ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
入
社
か
ら
始
ま
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
、
セ
ー
ル
・
レ
ビ
ー
が
代
表
を
務
め
る
同
社
は
、
新
聞

の
他
、
名
刺
、
案
内
状
、
契
約
書
類
印
刷
、
書
籍
出
版
、
万
年
筆
な

ど
の
文
具
、
紙
類
を
販
売
し
て
お
り
、
社
員
は
日
本
人
を
中
心
に
十

五
人
の
植
字
工
、
五
人
の
記
者
、
一
人
の
通
訳
が
い
た
。⑷
同
社
は

新
聞
と
並
行
し
て
雑
誌
「
日
本
の
声
」
と
先
掲
の
『
韓
仏
辞
典
』
を

発
行
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
平
吉
は
「
レ
コ
・
デ
ュ
・
ジ
ャ
ポ
ン
」
を
退
社
し
上
海

に
渡
航
。「
上
海
美
華
書
館
」
で
欧
文
植
字
工
の
腕
を
活
か
し
働
く

こ
と
と
な
る
。
一
八
四
四
（
天
保
十
五
）
年
、
ア
メ
リ
カ
長
老
教
会

が
中
国
国
内
向
け
の
聖
書
印
刷
を
主
と
し
て
マ
カ
オ
で
創
設
さ
れ
た

美
華
書
館
は
、
一
八
六
〇
（
万
延
元
）
年
上
海
に
移
転
。
上
海
美

華
書
館
と
な
る
。（
正
式
名
称
は SH

A
N
GH
A
I A
M
ERICA

N
 

PRESBY
T
 ERIA

N
 M
ISSIO

N
 PRESS

「
上
海
米
国
長
老
教
会

伝
道
社
印
刷
所
」）
高
品
質
の
活
字
を
保
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
世

界
有
数
の
印
刷
所
と
さ
れ
た
。
日
本
と
の
関
連
で
は
同
館
で
、
ヘ
ボ

ン
『
和
英
語
林
集
成
』（
一
八
六
七
・
慶
応
三
年
初
版
）
が
印
刷
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
時
ヘ
ボ
ン
に
同
行
し
た
の
が
、
洋
画
家
・
岸
田
劉
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生
の
父
、
岸
田
吟
香
で
あ
っ
た
。
岸
田
は
眼
病
治
療
の
た
め
ヘ
ボ
ン

を
訪
ね
た
こ
と
か
ら
交
流
が
始
ま
り
、
眼
病
治
療
を
手
伝
う
中
で
、

目
薬
の
処
方
を
習
得
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
、
日
本
初
の
目
薬

「
精
錡
水
」
を
販
売
し
た
。『
和
英
語
林
集
成
』
上
梓
に
果
た
し
た
ヘ

ボ
ン
の
右
腕
と
も
い
う
べ
き
岸
田
の
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。尚
、

平
吉
の
同
館
勤
務
の
経
緯
は
不
明
だ
が
、
横
浜
指
路
教
会
、
ヘ
ボ
ン

の
斡
旋
に
よ
る
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。⑸
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
上

海
時
代
が
平
吉
の
印
刷
製
本
技
術
を
向
上
さ
せ
た
好
機
で
あ
っ
た
。

　

平
吉
の
上
海
滞
在
は
僅
か
一
年
で
、
横
浜
指
路
教
会
執
事
就
任
前

の
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
一
月
に
帰
国
し
、
横
浜
太
田
町
の
王

子
製
紙
株
式
会
社
横
浜
製
紙
分
社
に
入
社
。
や
が
て
工
場
監
督
と

な
っ
た
平
吉
は
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
、
同
社
か
ら
先
掲
の

ル
ー
ミ
ス
が
日
本
人
牧
師
・
奥
野
昌
綱
と
共
に
編
纂
し
た
『
譜
附　

聖
公
會
讃
美
歌
』
の
印
刷
を
担
当
す
る
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
出
版
の

印
刷
業
務
の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。⑹
一
八
九
八
（
明

治
三
十
一
）
年
、
平
吉
は
二
十
年
以
上
に
も
及
ぶ
印
刷
職
工
の
経
験

を
活
か
し
、
自
身
、
横
浜
指
路
教
会
長
老
と
い
う
背
景
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
出
版
の
印
刷
製
本
会
社
「
福
音
印
刷
」
を
横
浜
山
下
町
八
十
一

番
地
に
創
業
（
大
正
元
年
、
山
下
町
一
〇
四
番
に
移
転
）
し
、「
赤

レ
ン
ガ
づ
く
り
の
三
階
建
て
の
本
館
と
両
わ
き
に
印
刷
工
場
と
倉
庫

三
む
ね
が
並
び
、
小
さ
い
な
が
ら
印
刷
と
製
本
の
設
備
を
も
っ
た
総

合
的
な
組
織
」
と
し
て
発
足
し
た
。⑺
福
音
印
刷
の
社
屋
は
日
本
画

家
・
速
水
御
舟
の
「
横
浜
」（
一
九
一
五
・
大
正
四
年
）
に
も
描
か

れ
る
ほ
ど
港
町
・
横
浜
の
象
徴
的
な
建
物
で
あ
っ
た
。
後
に
平
吉
は
、

そ
の
事
業
の
成
果
を
称
え
ら
れ
「
印
刷
業
の
巨
擘
」⑻
と
謳
わ
れ
る
。

　

平
吉
以
外
の
福
音
印
刷
創
立
時
の
役
員
は
、
星
野
光
多
（
牧
師
）、

福
永
文
之
助
（
キ
リ
ス
ト
教
系
出
版
社
・
警
醒
社
社
長
）、
半
田
研

吉
⑼
の
三
人
と
さ
れ
る
。
主
な
取
引
先
は
先
掲
の
警
醒
社
を
始
め
、

救
世
軍
出
版
部
、
日
本
聖
公
会
出
版
社
、
日
本
基
督
教
興
文
協
会
⑽

な
ど
が
あ
り
、
業
務
は
聖
書
、
讃
美
歌
、
キ
リ
ス
ト
教
啓
蒙
書
、
教

義
理
念
書
か
ら
ト
ラ
ク
ト
に
至
る
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
教
関
連
専
門
の

印
刷
製
本
で
あ
っ
た
。⑾
内
村
鑑
三
、
植
村
正
久
、
新
渡
戸
稲
造
、

海
老
名
弾
正
、
小
崎
弘
道
、
宮
川
経
輝
、
松
村
介
石
、
留
岡
幸
助
ら

近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
界
の
主
要
な
人
物
の
書
籍
を
印
刷
し
て
い



― 8 ―

る
。

　

中
で
も
作
家
・
徳
冨
蘆
花
か
ら
は
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
、『
ゴ
ル
ド
ン
将
軍
傳
』（
一
九
〇
一
・
明
治
三
十
四
年
）、

『
順
禮
紀
行
』（
一
九
〇
六
・
明
治
三
十
九
年
）、『
寄
生
木
』（
一
九

〇
九
・
明
治
四
十
二
年
）、『
新
春
』（
一
九
一
八
・
大
正
七
年
）
を

印
刷
製
本
し
て
い
る
。『
順
禮
紀
行
』
は
一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）

年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
パ
レ
ス
チ
ナ
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
聖
地
順
礼

と
蘆
花
自
身
の
ト
ル
ス
ト
イ
訪
問
の
記
録
と
い
う
内
容
を
意
識
し
て

か
、
小
型
聖
書
を
模
し
た
装
丁
が
為
さ
れ
て
い
る
。

　

福
音
印
刷
の
最
大
の
事
業
功
績
は
矢
張
り
、聖
書
の
印
刷
に
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
横
浜
と
聖
書
の
関
係
の
歴
史
は
、
先
掲
の
ヘ
ボ
ン
が
旧

来
の
抽
象
的
で
難
解
で
あ
っ
た
和
訳
聖
書
を
教
会
公
用
に
相
応
し
い

も
の
と
し
て
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
木
版
本
『
新
約
聖
書
約
翰

傳
』（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
）
を
刊
行
し
た
の
が
嚆
矢
で
、
更
に
、

ヘ
ボ
ン
が
一
八
八
八
（
明
治
十
一
）
年
に
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
を
加

え
た
「
聖
書
常
置
委
員
会
」
を
組
織
し
、
聖
書
普
及
事
業
を
推
進
し

て
き
た
。

　

こ
う
し
た
ヘ
ボ
ン
の
活
動
が
、
平
吉
の
福
音
印
刷
に
よ
る
最
新
技

術
に
よ
っ
て
、
多
く
の
部
数
の
聖
書
の
流
通
に
発
展
、
拡
大
し
て
い

く
。
福
音
印
刷
の
特
長
は
、
英
語
は
勿
論
、
ハ
ン
グ
ル
、
イ
ン
ド
、

台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
と
し
た
多
国
活
字
を

保
有
し
、
印
刷
製
本
し
た
聖
書
を
輸
出
供
給
し
て
き
た
こ
と
で
、
こ

の
こ
と
が
「
バ
イ
ブ
ル
の
村
岡
」
と
称
さ
れ
る
所
以
と
な
る
。⑿

　

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
の
創
業
以
降
、
福
音
印
刷
は
明
治

期
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
増
加
、
京
浜
地
区
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
の
隆
盛
と
い
う
相
乗
効
果
で
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
。
ま
ず
、
一

九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
に
神
戸
支
社
（
元
町
・
吾
妻
通
）、
一

九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
東
京
（
銀
座
）
支
社
を
開
設
。
東
京
は
平

吉
の
三
男
・

三
、
横
浜
は
平
吉
が
運
営
す
る
。（
横
浜
は
平
吉
の

死
後
、
五
男
・
斎
が
担
当
）
各
社
で
は
毎
週
月
曜
日
に
就
業
前
に
礼

拝
が
行
わ
れ
て
お
り
、
周
辺
教
会
か
ら
牧
師
が
招
か
れ
説
教
も
行
わ

れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
労
働
を
通
し
て
神
に
感
謝
す
る
、
横
浜
指

路
教
会
長
老
と
し
て
の
平
吉
の
方
針
で
あ
っ
た
。

　

農
商
務
省
商
工
局
が
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
に
今
日
の
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労
働
基
準
法
の
原
型
「
工
場
法
」
立
案
資
料
と
し
て
行
っ
た
、
労
働

事
情
の
調
査
報
告
書
『
職
工
事
情
』
に
は
鉄
工
、
硝
子
、
セ
メ
ン
ト

各
職
工
な
ど
と
共
に
印
刷
職
工
の
項
目
が
設
け
ら
れ
、
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
期
の
労
働
環
境
は
劣
悪
で
あ
っ
た
。

福
音
印
刷
で
は

三
の
提
案
で
、い
ち
早
く
八
時
間
労
働
を
実
現
し
、

環
境
の
改
善
を
施
し
て
い
る
。
皮
肉
な
こ
と
だ
が
、
平
吉
の
親
戚
で

あ
り
、
福
音
印
刷
神
戸
支
社
工
場
に
説
教
に
訪
れ
て
い
た
社
会
事
業

家
・
賀
川
豊
彦
は
自
著
『
印
刷
工
の
運
命
』（
一
九
二
一
・
大
正
一

〇
年
、
労
働
組
合
研
究
所
）
の
中
で
、
印
刷
作
業
が
引
き
起
こ
す
鉛

毒
、
肺
病
な
ど
の
健
康
被
害
を
指
摘
し
、
印
刷
業
界
の
劣
悪
な
労
働

環
境
を
糾
弾
し
て
い
る
。
工
場
内
で
は
裁
断
機
に
よ
る
指
の
切
断
事

故
等
も
頻
発
し
て
い
た
。⒀

　

当
然
、
労
働
運
動
が
お
こ
り
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
の

段
階
で
印
刷
工
組
合
・
活
版
工
同
志
懇
話
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
横
浜
支
部
幹
事
に
は
福
音
印
刷
の
大
野
国
太
郎
が
就
任
し
て
い

る
。
更
に
、
福
音
印
刷
を
始
め
と
し
た
横
浜
地
域
の
欧
文
植
字
工
の

労
働
組
合
・
横
浜
欧
文
会
が
組
織
さ
れ
、
福
音
印
刷
の
ホ
ー
マ
ン（
職

長
）、
若
宮
友
太
郎
が
幹
事
長
兼
会
計
主
任
と
な
っ
て
い
る
。⒁
全

身
、
刺
青
だ
っ
た
平
吉
は
強
面
だ
が
人
情
味
が
あ
り
、
そ
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
行
動
力
で
職
工
の
代
表
役
で
あ
る
大
野
、
若
宮
と

社
内
調
整
を
図
り
な
が
ら
福
音
印
刷
を
運
営
し
て
い
く
。

　

福
音
印
刷
の
高
度
な
製
本
技
術
と
装
丁
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。
一

九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
『Prehistoric Japan

』（
先
史
時
代

の
日
本
）
と
い
う
全
文
英
文
、
七
〇
〇
頁
を
超
え
る
本
が
刊
行
さ
れ

た
。
著
者
は
当
時
、
横
浜
山
下
町
で
医
院
を
開
業
し
て
い
た
イ
ギ
リ

ス
人
、
ニ
ー
ル
・
ゴ
ー
ド
ン
・
マ
ン
ロ
ー
で
一
九
〇
五
（
明
治
三
十

八
）
年
、
現
在
の
神
奈
川
県
立
横
浜
翠
嵐
高
校
脇
の
三
ツ
沢
貝
塚
を

発
見
し
た
⒂
考
古
学
者
で
も
あ
っ
た
。⒃
同
書
は
古
墳
・
土
器
な
ど

の
豊
富
な
写
真
図
版
を
駆
使
し
た
、
本
格
的
な
日
本
考
古
学
の
概
説

書
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
森
貝
塚
を
発
見
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ

ル
ベ
ス
タ
ー
・
モ
ー
ス
の
よ
う
な
公
人
で
は
な
く
、
民
間
人
の
マ
ン

ロ
ー
は
自
費
出
版
を
考
え
る
。

　

マ
ン
ロ
ー
は
、
全
文
英
文
と
い
う
印
刷
の
難
問
を
解
決
す
る
た
め

山
下
町
の
福
音
印
刷
を
訪
ね
る
。
英
文
聖
書
を
刊
行
す
る
な
ど
欧
文
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活
字
を
豊
富
に
保
有
し
、
写
真
図
版
の
高
度
な
製
版
技
術
を
備
え
、

熟
練
の
欧
文
植
字
工
を
擁
し
た
福
音
印
刷
な
ら
ば
、
正
確
か
つ
迅
速

な
対
応
が
可
能
、
と
の
判
断
で
あ
っ
た
。
日
本
語
が
話
せ
な
い
マ
ン

ロ
ー
の
交
渉
役
が
優
れ
た
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
平
吉
で
あ
っ
た
。
平
吉

は
、
印
刷
面
だ
け
で
な
く
、
考
古
学
書
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
同
書
の
表

紙
に
埴
輪
と
土
偶
の
絵
を
施
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、
濃
紺
の
装
丁

で
マ
ン
ロ
ー
の
要
求
に
応
え
る
。
平
吉
と
マ
ン
ロ
ー
は
何
度
も
打
ち

合
わ
せ
を
重
ね
、「
日
本
の
考
古
史
に
関
す
る
科
学
的
の
著
書
殆
ど

一
あ
っ
て
二
な
き
特
絶
の
選
に
し
て
誠
に
学
界
の
珍
な
り
」（「
都
新

聞
」
評
）
の
書
が
出
来
上
が
っ
た
。

　

平
吉
の
製
本
へ
の
篤
き
情
熱
は
五
男
・
斎
（
ひ
と
し
）
に
受
け
継

が
れ
る
。
斎
は
短
期
な
が
ら
英
国
で
印
刷
製
本
技
術
を
修
得
。
福
音

印
刷
の
東
京
銀
座
本
社
を
任
さ
れ
て
い
た
兄
の

三
が
学
者
肌
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
斎
は
実
業
家
タ
イ
プ
と
言
わ
れ
て
い
た
。⒄
そ

の
斎
が
製
本
装
丁
上
の
実
験
を
試
み
た
形
跡
が
、
徳
冨
健
次
郎
（
蘆

花
）『
竹
崎
順
子
』（
一
九
二
三
・
大
正
十
二
年
四
月
、
福
永
書
店
）

に
表
れ
て
い
る
。
蘆
花
の
叔
母
で
横
井
つ
せ
子
（
幕
末
藩
士
・
明
治

新
政
府
参
与
、
横
井
小
楠
の
後
妻
）、
徳
富
久
子
（
徳
富
蘇
峰
・
蘆

花
の
母
親
）、
矢
島
楫
子
（
日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
会
頭
、
東
京

女
子
学
院
創
設
者
）
と
共
に
熊
本
県
益
城
郡
「
四
賢
婦
人
」
と
称
さ

れ
た
、
熊
本
を
代
表
す
る
女
子
教
育
家
で
、
横
井
小
楠
門
下
の
儒
学

者
・
竹
崎
茶
堂
の
妻
、
竹
崎
順
子
の
伝
記
で
あ
る
同
書
は
約
九
〇
〇

頁
、
五
セ
ン
チ
も
の
厚
さ
で
、
堅
牢
な
紙
製
の
箱
に
収
ま
っ
て
い
る
。

　

同
書
の
特
長
的
な
装
丁
は
、
本
を
革
や
擬
革
で
包
み
込
む
、
汚
損

を
防
ぐ
役
目
も
持
っ
た
聖
書
に
代
表
さ
れ
る
「
垂
れ
革
」
を
施
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
斎
は
同
書
に
擬
革
と
し
て
木
綿
を
使
用
し
た
。

一
般
書
で
垂
れ
革
を
用
い
た
も
の
で
は
、
大
倉
書
店
発
行
の
夏
目
漱

石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
寸
珍
本
（
袖
珍
本
）
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、『
竹
崎
順
子
』
の
よ
う
な
大
型
本
で
は
例
が
な
い
。
英
国
で
の

印
刷
製
本
技
術
修
行
時
代
に
、
何
か
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
か
。
書
棚
に

飾
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
か
の
よ
う
な
、父
・
平
吉
も
で
き
な
か
っ

た
装
丁
の
壮
大
な
実
験
を
斎
は
試
み
た
の
か
も
し
れ
な
い
。⒅

　

福
音
印
刷
は
関
東
大
震
災
で
壊
滅
。
斎
も
横
浜
本
社
で
七
十
名
の

社
員
と
共
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。（
東
京
銀
座
支
店
に
い
た

三
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と
、
大
森
の
自
宅
で
息
子
・
道
雄
と
居
た
花
子
は
生
存
）
こ
の
結
果
、

福
音
印
刷
は
倒
産
し
て
し
ま
う
。
歴
史
に
「if

」
は
禁
物
だ
が
、
も

し
も
関
東
大
震
災
が
な
け
れ
ば
、も
し
も
斎
が
亡
く
な
ら
な
け
れ
ば
、

そ
の
後
の
福
音
印
刷
の
運
命
は
ど
の
よ
う
な
軌
跡
を
辿
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
実
業
家
タ
イ
プ
の
斎
が
舵
を
握
り
、
発
展
し
て
い
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
但
し
、
創
業
理
念
の
キ
リ
ス
ト
教
系
出
版
の
印

刷
製
本
だ
け
で
な
く
、
一
般
書
籍
業
務
の
割
合
を
増
や
し
た
可
能
性

が
あ
る
。
理
由
は
大
正
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
趨
勢
に
あ
る
。
明
治
期

に
急
激
に
信
者
数
が
増
加
し
た
キ
リ
ス
ト
教
界
も
大
正
に
な
る
と
減

少
傾
向
と
な
る
か
ら
だ
。

　

福
音
印
刷
の
神
戸
支
店
は
横
浜
の
創
業
か
ら
六
年
後
の
一
九
〇
四

（
明
治
三
十
七
）
年
に
開
設
さ
れ
る
も
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）

年
に
は
聖
書
の
売
り
上
げ
が
落
ち
込
ん
だ
事
が
誘
因
と
な
り
閉
鎖
さ

れ
る
。
勿
論
、
日
本
社
会
全
体
の
推
移
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
少
な
く

と
も
キ
リ
ス
ト
教
出
版
界
は
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
い
た
の
は
間
違

い
な
い
。⒆
更
に
は
、
新
型
機
械
の
導
入
な
ど
印
刷
製
本
業
界
の
進

歩
発
展
と
企
業
努
力
か
ら
コ
ス
ト
減
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
た
。
加

え
て
、
多
種
多
様
な
分
野
の
書
籍
を
要
求
す
る
読
者
層
に
応
じ
、
出

版
界
も
大
衆
雑
誌
の
相
次
ぐ
創
刊
や
、
廉
価
な
文
庫
本
（
大
正
三
年

に
新
潮
文
庫
が
創
刊
）の
登
場
、後
の
昭
和
に
押
し
寄
せ
る
円
本
ブ
ー

ム
な
ど
、
平
吉
の
後
事
を
固
守
す
る
斎
は
、
そ
の
迫
り
く
る
業
界
変

貌
の
足
音
を
感
じ
取
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
過
激
化
す
る
資
本
主

義
の
荒
波
に
福
音
印
刷
が
勝
ち
残
る
こ
と
が
で
き
た
か
は
保
証
の
限

り
で
は
な
い
が
、
斎
の
経
営
感
覚
の
力
量
が
試
さ
れ
、
印
刷
業
界
に

大
き
な
影
響
と
足
跡
を
残
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に

斎
の
突
然
の
死
は
悔
や
ま
れ
、
福
音
印
刷
に
と
っ
て
関
東
大
震
災
は

天
災
以
上
の
痛
恨
事
で
あ
っ
た
。

　

関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
、
福
音
印
刷
は
社
屋
、
工
場
、
倉
庫
等
建

物
を
失
い
、
加
え
て
残
務
を
処
理
し
て
い
た

三
が
平
吉
の
代
か
ら

の
会
社
役
員
に
印
鑑
・
重
要
書
類
を
盗
ま
れ
、
聖
書
・
讃
美
歌
の
印

刷
契
約
が
破
棄
さ
れ
る
＂
人
災
＂
に
遭
う
。
し
か
し
、
結
婚
前
か
ら

翻
訳
家
・
童
話
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
村
岡
花
子
は
夫
・

三

の
経
験
を
最
大
限
に
活
か
し
た
仕
事
場
と
し
て
、
ま
た
自
ら
の
創
作

表
現
場
と
し
て
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
「
婦
人
と
子
供
の
た
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め
の
」
印
刷
所
兼
出
版
社
・
青
蘭
社
書
房
を
自
宅
の
東
京
大
森
に
起

ち
上
げ
る
。
背
景
に
は
平
吉
の
遺
徳
を
継
い
で
い
く
花
子
・

三
夫

婦
の
強
固
な
意
志
が
あ
っ
た
。

　

会
社
経
営
と
教
会
運
営
に
多
忙
を
極
め
た
平
吉
の
体
に
、
や
が
て

病
魔
が
訪
れ
る
。
喘
息
を
悪
化
さ
せ
た
平
吉
は
太
田
町
の
自
宅
か
ら

別
宅
の
あ
る
、
生
家
の
小
机
に
度
々
戻
る
。
一
九
二
二（
大
正
十
一
）

年
初
頭
、
福
音
印
刷
は
創
業
二
十
五
周
年
祝
賀
会
を
、
横
浜
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
開
き
、
合
資
会
社
か
ら
株
式
会
社
へ
格
上
げ
す
る
。
死

期
を
悟
っ
た
の
か
、
平
吉
は
第
一
線
か
ら
退
き
、
代
表
を
三
男
・

三
に
譲
る
。
同
年
五
月
十
八
日
、
福
音
印
刷
社
内
で
開
か
れ
た
横
浜

指
路
教
会
理
事
会
に
、
病
身
高
熱
を
押
し
て
小
机
か
ら
出
席
し
た
平

吉
は
太
田
町
の
自
宅
に
戻
る
も
、
肺
病
併
発
で
渡
邉
病
院
に
入
院
。

五
月
二
十
日
夜
に
死
去
し
た
。
享
年
七
十
。
母
教
会
・
横
浜
指
路
教

会
で
の
葬
儀
で
は
、
平
吉
の
親
戚
・
芝
ハ
ル
の
夫
、
賀
川
豊
彦
が
司

式
を
務
め
、
福
音
印
刷
設
立
発
起
人
で
も
あ
っ
た
、
星
野
光
多
が
弔

辞
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
氏
は
大
な
る
印
刷
者
に
し
て
大
な

る
聖
書
の
印
刷
者
な
り
。
而
し
て
基
督
教
実
業
家
な
り
」「
其
の
（
福

音
印
刷
）
収
入
の
初
穂
は
神
に
献
ぐ
る
こ
と
と
せ
り
」「
彼
（
平
吉
）

は
又
隠
れ
た
る
慈
善
家
」
で
あ
る
と
評
価
し
た
。⒇

　

村
岡
家
の
菩
提
寺
は
平
吉
の
生
家
の
近
く
、
横
浜
市
港
北
区
小
机

町
の
泉
谷
寺
で
あ
る
が
、
平
吉
よ
り
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
た
為
、

そ
の
墓
は
妻
や
子
供
た
ち
、
嫁
の
村
岡
花
子
ら
と
共
に
横
浜
市
西
区

の
久
保
山
墓
地
に
あ
る
。 

 

［
注
］⑴ 　

オ
ー
バ
ン
神
学
校
卒
業
の
著
名
な
日
本
キ
リ
ス
ト
者
に
は
、
明
治
学

院
院
長
の
村
田
四
郎
。
明
治
末
の
聖
書
改
訳
事
業
に
尽
力
し
、
徳
冨
蘆

花
『
富
士
』
に
も
登
場
す
る
佐
久
教
会
牧
師
・
川
添
万
寿
得
（
ま
す
え
）。

横
須
賀
学
院
創
設
者
・
松
尾
造
酒
蔵
が
い
る
。

⑵ 　
李
樹
廷
は
ル
ー
ミ
ス
だ
け
で
な
く
、
平
吉
に
洗
礼
を
授
け
た
ノ
ッ
ク

ス
の
援
助
も
受
け
て
、
聖
書
の
朝
鮮
語
訳
に
精
励
す
る
。
ノ
ッ
ク
ス
の

晩
年
の
朝
鮮
伝
道
遊
説
は
李
樹
廷
の
志
を
引
き
継
い
だ
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
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⑶ 　

福
音
印
刷
は
明
治
三
十
年
代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
徳
冨
蘆
花
『
不
如

帰
』
の
朝
鮮
版
を
翻
訳
し
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
に
印
刷
し
、

朝
鮮
に
輸
出
さ
れ
、
結
果
、
鮮
干
日
『
杜
鵑
声
』、
金
宇
鎮
『
榴
花
雨
』

の
翻
案
小
説
が
誕
生
す
る
（
慎
根
縡
『
日
韓
近
代
小
説
の
比
較
研
究
』、

平
成
十
八
年
五
月
、
明
治
書
院
）
な
ど
、
福
音
印
刷
の
事
業
が
日
韓
文

化
交
流
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

 　
尚
、「
村
岡
平
吉
と
朝
鮮
」
の
項
で
は
、
以
下
の
資
料
を
参
照
し
、

複
合
文
と
し
た
。
金
文
吉
『
津
田
仙
と
朝
鮮
』（
平
成
十
五
年
二
月
、

世
界
思
想
社
）、
任
展
慧『
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
文
学
の
歴
史
』（
平

成
六
年
一
月
、
法
政
大
学
出
版
局
）、
金
成
恩
『
宣
教
と
翻
訳
』（
平
成

二
十
五
年
八
月
、
東
京
大
学
出
版
局
）、
小
野
容
照「
村
岡
平
吉
と
朝
鮮
」

（「
横
浜
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
研
究
会
報
」
四
十
六
号
、
平
成
二
十
二
年

四
月
）、
松
尾
尊
兊
『
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
』（
平
成
十
年
三
月
、
み

す
ず
書
房
）

⑷ 　

劉
賢
国
「
韓
国
最
初
の
活
版
印
刷
に
よ
る
多
言
語
『
韓
仏
辞
典
』
の

刊
行
と
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」（『
活
字
印
刷
文
化
史　

き
り
し
た
ん
版
・

古
活
字
か
ら
新
常
用
活
字
表
ま
で
』、平
成
二
十
一
年
五
月
、勉
誠
出
版
）

⑸ 　

上
海
美
華
書
館
は
中
国
国
内
の
印
刷
技
術
を
進
歩
さ
せ
た
一
方
、
書

館
出
身
者
の
印
刷
所
経
営
者
と
の
価
格
競
争
に
敗
れ
た
こ
と
と
、
創
設

当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
し
て
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
十
二
月

三
十
一
日
を
以
て
閉
鎖
し
た
。（
宮
坂
弥
代
生
「
美
華
書
館
―
開
設
と

閉
鎖
・
名
称
・
所
在
地
に
つ
い
て
」
注
⑶
と
同
書
）
ま
た
、
明
治
五
年

創
刊
の
「
東
京
日
日
新
聞
」
は
上
海
美
華
書
館
か
ら
鉛
活
字
を
輸
入
、

使
用
し
て
い
た
。（
結
果
的
に
は
必
要
活
字
種
の
不
足
、
活
字
形
状
の

不
適
合
等
で
成
果
は
得
ら
れ
ず
）（
参
考
・
佐
賀
一
郎
「『
東
京
日
日
新

聞
』
に
よ
る
上
海
美
華
書
館
製
活
字
の
使
用
と
そ
の
意
義
」
＝
「
デ
ザ

イ
ン
学
研
究
」
五
十
六
巻
二
号
、
平
成
二
十
一
年
七
月
）

⑹ 　

横
浜
製
紙
分
社
は
『
三
浦
郡
及
神
奈
川
縣
地
誌
』（
明
治
二
十
九
年

三
月
）
な
ど
、
郷
土
地
域
関
連
書
も
出
版
し
て
い
る
。

⑺ 　

村
岡

三「
チ
ャ
ブ
ヤ
の
は
し
り
―
山
下
町
付
近
―
」（『
横
浜
今
昔
』、

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
、
毎
日
新
聞
横
浜
支
局
）

⑻ 　
『
開
港
五
十
年
紀
念
横
浜
成
功
名
誉
鑑
』（
明
治
四
十
三
年
七
月
、
横

浜
商
況
新
報
社
）

⑼ 　
星
野
光
多
は
父
・
宗
七
が
横
浜
で
生
糸
商
「
星
野
屋
」
を
営
ん
で
お
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り
、
自
身
も
ヘ
ボ
ン
と
共
に
横
浜
で
の
布
教
活
動
を
展
開
し
て
い
た
、

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
バ
ラ
か
ら
受
洗
す
る
な
ど
、
横
浜
と
の

深
い
関
係
か
ら
平
吉
と
接
点
が
あ
っ
た
。
星
野
も
福
音
印
刷
同
様
、
キ

リ
ス
ト
教
系
の
印
刷
会
社
経
営
に
関
与
し
て
い
た
よ
う
で
、
平
吉
が
長

老
を
務
め
た
横
浜
指
路
教
会
の
『
指
路
教
会
六
十
年
史
』（
一
九
三
四
・

昭
和
九
年
）
を
印
刷
し
た
の
が
東
京
王
子
の
「
星
光
印
刷
」
で
、
同
社

は
星
野
の
名
前
か
ら
設
立
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

　

 　
福
永
は
、
福
音
印
刷
に
多
額
の
出
資
で
事
業
を
支
え
、
警
醒
社
の
印

刷
業
務
の
大
半
を
委
託
し
て
い
る
。
半
田
は
横
浜
製
紙
分
社
の
経
営
に

参
画
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
福
音
印
刷
が
神
戸
支
社
を
構
え
る
と

ほ
ぼ
同
時
に
神
戸
に
移
住
し
て
お
り
、
平
吉
の
ブ
レ
ー
ン
的
存
在
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
平
吉
の
入
信
動
機
に
「
天
道
遡
源
」（
ア
メ

リ
カ
長
老
教
会
入
華
宣
教
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
パ
ー

ス
ン
ズ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
が
書
い
た
中
国
文
布
教
書
）
の
講
義
に
確
信
を

得
た
こ
と
（
ど
の
教
会
で
誰
の
講
義
か
は
不
明
だ
が
、
住
吉
町
教
会
で

の
山
本
秀
煌
に
よ
る
講
義
か
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
半
田
は
一
八

九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
、「
天
道
遡
源
」
の
翻
訳
本
を
、
青
山
学
院

運
営
に
携
わ
る
小
方
仙
之
助
が
印
刷
人
と
な
っ
て
い
る
メ
ソ
ジ
ス
ト
出

版
舎
（
後
の
教
文
館
）
か
ら
刊
行
し
て
お
り
、
平
吉
と
半
田
は
教
義
理

念
解
釈
に
お
い
て
も
共
通
項
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

⑽ 　
日
本
基
督
教
興
文
協
会
は
、
ア
メ
リ
カ
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
宣
教
師
で

関
西
学
院
神
学
部
教
授
等
を
歴
任
し
た
サ
ミ
エ
ル
・
ヘ
イ
マ
ン
・
ウ
エ

ン
ラ
イ
ト
が
主
幹
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
出
版
団
体
。
関

東
大
震
災
後
、
教
文
館
と
合
同
す
る
。
平
吉
の
嫁
、
村
岡
花
子
は
山
梨

英
和
女
学
校
教
師
を
辞
し
て
、
植
村
正
久
の
推
挙
で
同
協
会
に
勤
務
し
、

翻
訳
業
務
に
携
わ
り
、
営
業
で
同
協
会
に
出
入
り
し
て
い
た
平
吉
の
三

男
・

三
と
知
り
合
い
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
。

⑾ 　
福
音
印
刷
は
社
会
主
義
者
・
幸
徳
秋
水
の
『
帝
国
主
義
』（
一
九
〇
一
・

明
治
三
十
四
年
、
警
醒
社
書
店
）
や
芥
川
龍
之
介
の
生
家
・
耕
牧
舎
で

働
き
、
自
死
間
近
の
芥
川
を
訪
れ
聖
書
の
話
を
交
わ
し
た
、
室
賀
文
武

の
『
春
城
句
集
』（
一
九
二
一
・
大
正
十
年
、
同
）（
芥
川
が
同
書
の
序

文
を
書
い
て
い
る
）
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
書
籍
の
印
刷
製
本
も

行
っ
て
い
る
。

⑿ 　
平
吉
の
功
績
の
一
つ
に
「
臺
灣
宣
教
師
と
共
に
盲
人
用
活
字
を
發
明
」
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（「
横
浜
貿
易
新
報
」、
大
正
十
一
年
五
月
二
十
三
日
、
村
岡
平
吉
訃
報

記
事
）
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
所
謂
、
点
字
な
の
か
は
不

明
。
因
み
に
日
本
に
お
け
る
点
字
は
明
治
二
十
三
年
、
東
京
盲
唖
学
校

教
員
・
石
川
倉
次
が
考
案
し
て
い
る
。

⒀ 　
『
神
奈
川
県
印
刷
業
史
』（
平
成
三
年
十
一
月
、
神
奈
川
県
印
刷
工
業

組
合
）

⒁ 　
水
沼
辰
夫
『
明
治
・
大
正
期
自
立
的
労
働
運
動
の
足
跡
―
印
刷
工
組

合
を
軸
と
し
て
』（
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
、
Ｊ
Ｃ
Ａ
出
版
）

⒂ 　
マ
ン
ロ
ー
は
、
こ
の
三
ツ
沢
貝
塚
で
日
本
初
の
竪
穴
住
居
跡
と
ア
イ

ヌ
人
の
特
長
を
も
っ
た
原
人
五
体
の
人
骨
を
発
見
し
た
。

⒃ 　
硯
友
社
作
家
、
江
見
水
蔭
は
一
方
で
考
古
学
に
造
詣
が
深
く
、
自
著

『
地
中
の
秘
密
』（
明
治
四
十
二
年
五
月
、
博
文
館
）
の
中
で
、
三
ツ
沢

貝
塚
を
発
掘
中
の
「
熱
心
な
る
外
人
採
集
家
」
マ
ン
ロ
ー
を
訪
問
す
る

場
面
を
描
い
て
い
る
。

⒄ 　
平
吉
の
三
男
・

三
は
横
浜
商
業
卒
業
、
五
男
・
斎
は
明
治
学
院
卒

業
で
む
し
ろ
、

三
の
方
が
実
業
家
向
き
に
思
え
る
。
平
吉
は

三
を

後
継
者
と
し
て
考
え
、
経
営
感
覚
を
磨
か
せ
る
為
、
横
浜
商
業
に
入
学

さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

⒅ 　
村
岡
花
子
の
孫
娘
、
村
岡
恵
理
『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご
』（
平
成
二
十

三
年
九
月
、
新
潮
文
庫
）
の
中
に
斎
の
英
国
時
代
の
＂
成
果
＂
を
物
語

る
よ
う
な
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
斎
は
兄
（
注
・
花
子
の
夫
、

三
）
を
慕
い
、
よ
く
遊
び
に
来
た
。
斎
は
、
情
と
活
気
に
満
ち
た
愛

す
べ
き
性
格
だ
っ
た
。『
イ
ギ
リ
ス
で
は
ね
、
本
そ
の
も
の
が
芸
術
な

ん
で
す
よ
。
僕
は
日
本
で
も
イ
ギ
リ
ス
に
負
け
な
い
く
ら
い
美
し
い
本

を
作
り
た
い
。
お
姉
さ
ん
（
花
子
）
の
本
は
、
全
部
僕
ら
が
印
刷
し
ま

す
か
ら
ね
』」

⒆ 　
明
治
期
、
大
正
期
の
教
徒
の
意
識
の
違
い
に
つ
い
て
、
黒
川
知
文
は

「
明
治
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
武
士
道
や
儒
教
の
素
養
が
あ
り
、

国
家
と
の
関
わ
り
合
い
に
苦
悩
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
大
正
時
代
に
な

る
と
個
人
主
義
と
自
由
主
義
、
さ
ら
に
教
養
主
義
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

特
徴
に
あ
げ
ら
れ
る
」（「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
歴
史
的

考
察
Ⅲ
」
＝
「
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告　

人
文
・
社
会
科
学
編
」
五

十
三
号
、
平
成
十
六
年
三
月
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
信
者
数
減

少
と
教
界
の
衰
微
は
裏
返
せ
ば
受
け
身
な
活
動
で
は
な
く
、
従
来
の
信
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者
が
自
主
性
を
保
有
、
主
張
し
て
き
た
こ
と
の
証
明
で
も
あ
る
。

⒇ 　
出
典
、
横
浜
指
路
教
会
機
関
誌
「
指
路
」
第
百
十
二
号
（
大
正
十
一

年
五
月
二
十
日
発
行
）。
尚
、「
指
路
」
は
長
年
、
福
音
印
刷
が
印
刷
を

担
当
し
て
い
る
。




